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大
学
の
使
命
の
一
つ
は
、
学
生
が
実
社
会
に
適
合
し
た
社

会
人
に
な
る
よ
う
な
教
育
を
施
す
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、

大
学
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
社
会
化
し
、
社
会
に
統
合
さ
せ

る
こ
と
が
必
須
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
の
も

う
一
つ
の
使
命
は
、
実
社
会
を
超
え
て
、
社
会
の
あ
る
べ
き

姿
を
呈
示
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
使
命
は
、

伝
統
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
（
知
の
継
承
）
と
研
究
（
知

の
創
造
）
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在

は
、
教
育
の
あ
り
方
を
新
し
く
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
教
育
部
会
は

２
０
１
２
年
３
月
26
日
㈪
に
、
大
学
改
革
に
関
す
る
「
審

議
ま
と
め
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
文
書
の
タ
イ
ト
ル
は

「
予
測
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的

に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大
学
へ
」
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
は

「
答
え
の
な
い
問
題
」
を
発
見
し
て
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考

え
、
最
善
解
を
導
く
た
め
に
必
要
な
専
門
的
知
識
お
よ
び
汎

用
的
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
、
学
生
が
自
ら
の
人
生
を
切
り

拓
く
う
え
で
の
最
大
の
武
器
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
学
教
育
の
最
終
段
階
で
あ
る
「
就
職
支
援
」

を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
学
生
は
就
職
に
際
し
て
、
自

分
を
知
り
仕
事
を
知
り
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
、
大
学
は
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

が
就
職
支
援
で
あ
り
ま
し
た
（
現
在
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
人

生
の
中
の
、
大
学
卒
業
時
と
い
う
一
点
に
お
け
る
支
援
で
、

こ
の
こ
と
が
十
分
有
効
に
機
能
し
て
い
た
の
は
、
実
社
会
が

あ
ま
り
大
き
く
変
わ
ら
な
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
は
、少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
活
力
の
低
下
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
厳
し
い
経
済
競
争
、
日
本
型
雇
用
環
境

の
変
容
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
格
差
の
再
生
産
・
固
定
化

な
ど
、
過
酷
で
閉
塞
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
が

こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
、
構
造
的
な
変
化
を
起
こ
し
、

こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
を
模
索
し
て
い
て
、
誰
に
と
っ
て
も

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、「
一
回
限
り
の
職
業
選
択
」

で
成
功
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
変
容
し
続
け
る
社
会
へ
の
持
続
的
な
適
応
の
た
め
に
、

生
涯
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
学

は
就
職
支
援
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
必
須

と
な
り
ま
し
た
。
学
士
力
、
社
会
人
基
礎
力
、
生
涯
学
習
、

汎
用
能
力
、
知
識
基
盤
社
会
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
い

ず
れ
も
個
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
変
容
し
続
け
る
社
会
を
生

き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
も
し
、
教
職
員
が
従
来
の
「
教
育
」
と
い
う
考

え
方
に
と
ら
わ
れ
て
、
自
身
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
時
代
錯
誤
で
し
ょ
う
。
大
学
と
い

う
社
会
の
一
つ
の
仕
組
み
の
中
で
、
教
職
員
も
生
涯
学
び
続

け
、
変
容
す
る
社
会
お
よ
び
学
生
に
自
分
を
適
応
さ
せ
る
と

い
う
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
職
員
自
ら
が
学

生
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
と
も
に
成
長
し
、
変
容
す
る
社
会

に
適
合
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
本
学
の
教
職
員
を
代
表
し
て
、
大
学
改
革
に
望
む

決
意
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

愛
と
情
熱
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

〜
変
革
を
迫
ら
れ
る
大
学
〜

理
事
長

　村
崎

　正
人

今
、
我
が
国
は
急
激
な
少
子
化
の
進
行
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
衰
退
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、新

興
国
の
台
頭
に
よ
る
競
争
激
化
な
ど
、
社
会
の
急
激
な
変
化

や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
い
っ
た
国
難
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
、閉
塞
的
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
克
服

し
、
持
続
的
発
展
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
社
会
の
変
革
を

担
う
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
４
月
、
国
家
戦
略
会
議
は
「
世
界
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
」「
経
済
を
支
え
る
人
材
育
成
の
仕
組
み
の
転

換
」「
自
立
支
援
の
推
進
」
を
提
言
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省

は
こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
４
日
㈪
に
い
ち
早
く
「
社
会
の
期

待
に
応
え
る
教
育
改
革
の
推
進
」、
６
月
５
日
㈫
「
大
学
改

革
実
行
プ
ラ
ン
〜
社
会
の
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
大
学
づ

く
り
〜
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、 

２
０
１
２

年
は
「
改
革
始
動
期
」、
２
０
１
３
年
・
２
０
１
４
年
は
「
改

革
集
中
実
行
期
」、
２
０
１
５
年
・
２
０
１
６
年
は
「
改
革

検
証
・
進
化
発
展
期
」
と
し
、
待
っ
た
な
し
の
高
等
教
育
機

関
へ
の
改
革
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
革
の
め
ざ
す
具
体
的
目
標
に
、「
主
体
的
な
学
修

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
学
生
の
学
修
時
間
を
欧
米
並
の

水
準
に
引
き
上
げ
る
」「
20
代
前
半
ま
で
に
同
世
代
の
10
％

が
海
外
留
学
等
を
経
験
し
て
い
る
」「
全
国
の
地
域
圏
で
大

学
が
地
域
再
生
の
主
要
な
役
割
を
果
た
す
セ
ン
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
」
を
掲
げ
、
文
部
科
学
省
は
メ
リ
ハ
リ
あ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
大
学
に
は
、
助
成
や
経
営
指
導
・
支
援
を
積

極
的
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
経
営
上
の
課
題
を
抱
え
る
大
学
に
つ
い
て
は
、
実

地
調
査
等
を
経
て
、
早
期
の
経
営
判
断
を
促
し
、
さ
ら
に
経

営
改
善
の
見
込
み
が
な
く
、
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

信
頼
を
得
ら
れ
な
い
、
教
育
の
質
の
保
証
シ
ス
テ
ム
が
確
立

し
て
い
な
い
、
社
会
の
変
化
に
適
応
で
き
な
い
大
学
等
に
つ

い
て
は
退
場
を
勧
告
す
る
な
ど
、
文
部
科
学
省
は
法
令
上
の

措
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
調
査
し
た

私
立
大
学
５
７
２
校
中
、
２
２
３
校
が
入
学
定
員
未
充
足
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
２
０
１
２
年
度
に
か

け
て
大
学
で
８
校
、
短
大
で
25
校
が
募
集
停
止
、
11
大
学
が

再
編
統
合
し
て
お
り
、
今
後
の
18
歳
人
口
の
減
少
傾
向
と
進

学
率
の
動
向
を
見
る
と
、
一
層
の
募
集
停
止
、
再
編
統
合
が

進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
本

学
も
「
教
学
の
質
保
証
の
確
立
し
た
大
学
」
と
し
て
の
評
価

を
確
立
す
べ
く
、「
自
立
協
同
」
の
建
学
精
神
の
も
と
、「
愛

と
情
熱
と
感
謝
の
気
持
ち
」
を
も
っ
て
、
社
会
が
求
め
る
人

材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
近
年
新
設
し
た
保
健
福
祉
学
部
の
診
療
放
射
線

学
科
、
理
学
療
法
学
科
、
看
護
学
科
、
臨
床
工
学
科
で
は
募

集
定
員
を
は
る
か
に
超
え
る
志
願
者
を
得
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
公
立
学
校
教
員
の
合
格
者
は
過
年
度
生
を
含
み
１
０
２

人
、
そ
の
他
の
公
務
員
合
格
者
も
91
人
と
数
を
伸
ば
し
て
お

り
、
２
０
１
１
年
度
の
大
学
、
短
大
を
合
わ
せ
た
就
職
率
は

全
国
平
均
を
上
回
る
94
・
７
％
で
し
た
。
今
後
と
も
社
会
に

求
め
ら
れ
る
大
学
と
し
て
一
層
の
飛
躍
を
期
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
職
員
も
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い学

長

　桐
野

　
　豊
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３
・
11
の
被
災
支

援
を
行
う
に
際
し
、

支
給
物
資
の
需
給
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
回
避
す

る
た
め
、
昨
年
の
春

か
ら
秋
に
か
け
て
文

部
科
学
省
で
は
「
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
」
と

「
全
国
か
ら
の
支
給
」

を
結
び
つ
け
る
「
東

日
本
大
震
災
・
子
ど

も
の
学
び
支
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開

設
し
て
需
給
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
本

学
は
供
給
側
と
し

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
っ
た
水
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
タ
ン
を
提
供

す
る
と
掲
示
し
た
と
こ
ろ
、支
援
学
校
、

中
学
校
、
小
学
校
、
保
育
所
か
ら
多
く

の
オ
フ
ァ
ー
が
寄
せ
ら
れ
、
特
に
当
時

は
放
射
能
汚
染
の
懸
念
も
あ
り
、
水
に

は
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
要
望
に
で
き
る
限
り
の

協
力
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
支
援

ペ
ー
タ
ー
・
エ
フ
ラ
ー
教
授
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ミ
ス
テ
ル
バ
ッ
ハ
生
ま
れ
。

10
歳
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
で
学
び
、
バ

ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
ハ
ウ
ザ
ー
、
ザ
イ
ド
ウ
ル
ホ
ー

フ
ァ
ー
の
諸
氏
に
師
事
。
13
歳
で
ピ
ア
ノ
演
奏
会

を
開
催
す
る
な
ど
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
卒
業

後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
、

１
９
６
９
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
優
勝
、
同
時
に
全
部
門
の
最
優
秀
者
に
選
ば

れ
特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
か
ら
は

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
・
主
任
教
授

に
就
任
し
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
（
平
成
24
年
度
）
入
学

式
が
４
月
２
日
㈪
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

３
日
㈫
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
崇
高
な
雰

囲
気
の
も
と
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
桐
野
豊
学
長
が
入
学
許
可
を
宣

言
し
、
式
辞
で
は
、「
知
的
好
奇
心
を
持
っ

て
大
学
生
活
を
楽
し
み
、
優
れ
た
知
的
能

力
と
良
識
を
持
っ
た
大
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
新
入
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

次
に
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
保
健
福
祉
学

部
の
東
田
裕
平
さ
ん
が
、
香
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
今
年
度
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

誕
生
し
た
保
健
福
祉
学
部
の
蓮
井
雅
也
さ

ん
が
、
新
入
生
を
代
表
し
て
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。

ま
た
、
村
崎
正
人
理
事
長
は
、
伝
統
を

重
ね
る
学
園
の
「
自
立
協
同
」
の
建
学
精

神
を
説
き
、
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
過

ご
す
よ
う
、
新
入
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
音
楽
学
部
学
生
に
よ
る
演

奏
会
が
催
さ
れ
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
２
重
奏

に
よ
る
力
強
く
華
や
か
な
音
色
で
新
入
生

を
歓
迎
し
ま
し
た
。　

新
入
生
は
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
・
香
川

キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
１
２
１
４
人
。
内

訳
は
大
学
院
・
専
攻
科
39
人
、
３
年
次
編

入
学
47
人
、
大
学
学
部
９
８
２
人
、
短
期

大
学
部
１
４
６
人
。

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
か
ら

被
災
地
支
援
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学

ペ
ー
タ
ー
・
エ
フ
ラ
ー
教
授
に

名
誉
教
授
・
名
誉
博
士
号
を
贈
る

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基

金
助
成
金
／
科
学
研
究
費
補
助
金
）
と
は
、
人

文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全
て
の
分

野
に
わ
た
り
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
「
学
術
研
究
」
を
格
段
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
競
争
的
研
究
資
金
」
で
あ
り
、

独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

６
月
13
日
㈬
発
行
の
教
育
学
術
新
聞
に
、

２
０
１
２
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
の
配
分
状

況
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
私
立
５
５
０
大
学
・

大
学
院
大
学
を
配
分
額
（
直
接
経
費
プ
ラ
ス
間

接
経
費
）
で
順
位
づ
け
た
場
合
、
本
学
は
75
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
四
国
４
県
で

み
る
と
１
位
、
中
四
国
で
は
２
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
各
教
授
陣
の
優
れ
た
研
究
活

動
の
成
果
で
も
あ
り
、
研
究
が
先
進
的
で
あ
る

と
い
う
証
明
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

掲
載
日
以
降
に
採
択
件
数
が
さ
ら
に
２
件
増

え
、
最
終
的
に
58
件
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
に
比
べ
採
択
件
数
は
５
件

増
加
し
ま
し
た
。
多
額
の
科
学
研
究
費
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
本
学

の
教
育
・
研
究
の
質
の
向
上
が
一
層
期
待
さ
れ

ま
す
。

採
択
件
数

58
件

交
付
金
額（
合
計
）
１
億
６
３
９
万
２
千
円

内
訳
：
新
規
19
件
４
８
６
２
万
円

継
続
39
件
５
７
７
７
万
２
千
円

学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、
感
謝
の
意

を
示
す
作
品
が
届
く
な
ど
、
多
く
の
子

ど
も
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
と
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

　

こ
の
文
部
科
学
省
か
ら
の
感
謝
状

は
、
こ
う
し
た
本
学
の
取
り
組
み
に
対

し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
学
と
協
定
校
の
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音

楽
大
学
教
授
陣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、

本
学
主
催
の
第
13
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
夏
期
講
習
会
最
終
日
の
２
０
１
２

年
７
月
26
日
㈭
、
講
習
会
終
了
後
、
む

ら
さ
き
ホ
ー
ル
に
て
、ペ
ー
タ
ー
・
エ
フ

ラ
ー
教
授
へ
の
名
誉
教
授
・
名
誉
博
士

称
号
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
誉
教
授
号
は
本
学
の
音
楽
教
育
上

ま
た
は
音
楽
文
化
向
上
に
功
績
顕
著
な

者
に
、
ま
た
、
名
誉
博
士
号
は
、
高
邁

な
学
識
を
も
っ
て
、
本
学
の
教
育
・
学

術
の
振
興
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
認
め

ら
れ
る
者
に
対
し
授
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
栄
誉
あ
る
称
号
を
授
与
さ
れ

た
ペ
ー
タ
ー
・
エ
フ
ラ
ー
教
授
は
、
本

学
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
夏
期
講
習

会
に
第
１
回
目
よ
り
13
年
間
参
加
さ

れ
、
受
講
生
を
熱
心
に
指
導
し
音
楽
文

化
の
振
興
に
寄
与
し
、
本
学
の
名
声
を

高
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
功
績
に

よ
り
、
本
学
の
名
誉
教
授
・
名
誉
博
士

号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
教
授
は
「
栄

誉
あ
る
称
号
を
受
け
、感
激
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
同
講
習
会
に
参
加

し
、
音
楽
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

【特集】文部科学省生涯学習政策局から被災地支援に対する感謝状贈呈／ 2012 年度 入学式 ペーター・エフラー教授に名誉教授・名誉博士号を贈る／科学研究費補助金 四国１位、中四国２位獲得【特集】

２
０
１
２
年
度

２
０
１
２
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

四
国
１
位
、
中
四
国
２
位
獲
得
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第
８
回
国
際
天
然
物
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ブ
リ
ン
市

に
て
41
カ
国
２
５
０
人
の
参
加

者
の
中
、
２
０
１
２
年
５
月
17

日
㈭
か
ら
４
日
間
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
マ
リ
ア
・
ス
コ
ド

ウ
ス
カ
・
キ
ュ
リ
ー
（
キ
ュ

リ
ー
夫
人
）大
学
か
ら
独
立
し
、

１
９
４
４
年
創
立
の
ル
ブ
リ
ン

医
科
大
学
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
国
内
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
も
っ
と
も
権
威
の

あ
る
称
号
の
ひ
と
つ
と
し
て
知

ら
れ
る
Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

Ｈ
ｏ

ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ　

Ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ａ

（
名
誉
博
士
号
）
の
授
章
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
日
本
人
初
の
浅
川

義
範
教
授
で
、
同
大
学
学
長
よ

り
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
称
号

が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
、
濃
緑

色
に
ガ
ウ
ン
を
ま
と
っ
た
浅
川

教
授
に
手
渡
さ
れ
、
名
誉
ハ
ッ

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
章

式
に
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
医
科
大

学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
医
科
系
大
学

長
、学
部
長
、文
部
科
学
省
関
係

者
、在
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
大
使
、

タ
イ
国
大
使
の
列
席
の
も
と
、

荘
厳
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
旗

に
３
人
が
、
両
脇
に
ル
ブ
リ
ン

浅川教授名誉博士号授章式

図３

図1．ジャイロコマ−円盤が高速で回転運動を
行っているあいだは、その状態を保とうとする。
図２．分子ジャイロコマ（左は結晶中の構造。
灰が炭素原子（緑はベンゼン環）、赤紫がケイ素
原子、その他は水素原子）右に示す複数の化合
物の化学反応により合成される。
図３．分子ジャイロコマ単結晶の偏光顕微鏡写
真−複屈折変化が干渉色変化として観察される。

図２

図１

市
憲
章
鍵
を
携
え
た
２
人
が
配

置
さ
れ
、
式
典
の
始
め
と
終
わ

り
に
は
20
人
か
ら
な
る
コ
ー
ラ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
浅

川
教
授
の
受
章
講
演
が
40
分
間

行
わ
れ
、
式
場
か
ら
万
雷
の
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

受
章
理
由
は
同
教
授
の
国
際

的
に
卓
越
し
た
胞
子
植
物
の
植

物
化
学
、
薬
学
お
よ
び
分
類
学

的
研
究
成
果
に
加
え
、
ル
ブ
リ

ン
医
科
大
学
生
薬
学
お
よ
び
薬

用
植
物
学
科
と
の
長
年
の
共
同

研
究
、
博
士
研
究
員
の
招
請
な

ら
び
に
大
学
院
生
の
講
義
と
各

国
際
雑
誌
の
編
集
委
員
長
、
理

事
、ア
ジ
ア
植
物
化
学
協
会
長
、

40
人
を
超
す
博
士
研
究
員
や
外

国
大
学
院
生
の
指
導
な
ど
国
際

的
研
究
教
育
に
当
た
っ
た
こ
と

が
、最
高
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

本
式
典
は
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
Ｔ

Ｖ
、
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
、
ま
た

全
国
紙
、
地
方
紙
の
１
面
を
飾

り
ま
し
た
。

同
大
学
に
は
浅
川
教
授
の
名

誉
教
授
室
や
研
究
室
も
用
意
さ

れ
、
同
教
授
の
下
で
３
年
間
博

士
研
究
員
と
し
て
在
籍
し
た

D
r. A

. Ludw
iczuk

と
の
共

同
研
究
も
進
展
し
て
お
り
、
今

後
本
学
と
同
大
学
と
の
ま
す
ま

す
の
交
流
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

薬学部：生薬研究所

浅川 義範教授がルブリン医科大学
Doctor Honoris Causa（名誉博士号）受章される

近
年
、
医
薬
品
、
液
晶
や
発

光
素
子
な
ど
と
し
て
作
用
す
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
化
学
合
成
さ

れ
た
炭
素
や
水
素
か
ら
な
る
分

子
（
有
機
分
子
）
が
実
用
化
さ

れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

有
機
分
子
は
、
そ
の
一
部
が
動

く
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
動
い
て
い
る
状
態

を
機
能
利
用
す
る
研
究
例
は
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
か
ご
の
内

部
に
回
転
子
が
橋
渡
し
し
た
構

造
を
し
て
い
る
ジ
ャ
イ
ロ
コ
マ

（
図
１
）
を
、
有
機
分
子
と
し

て
設
計
・
化
学
合
成
し
て
詳
細

に
研
究
し
た
と
こ
ろ
、
固
体
内

部
に
お
け
る
分
子
の
回
転
状
態

を
利
用
し
た
、
世
界
初
の
新
機

能
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

分
子
ジ
ャ
イ
ロ
コ
マ
（
図
２
）

と
は
、
か
ご
型
の
有
機
分
子
骨

格
の
中
に
、
回
転
子
と
し
て
ベ

ン
ゼ
ン
環
が
架
橋
し
て
い
る
分

子
で
す
。
固
体
（
結
晶
）
状
態

で
、
か
ご
骨
格
に
周
囲
を
保
護

さ
れ
た
ベ
ン
ゼ
ン
環
が
、
高
速

に
回
転
す
る
よ
う
に
設
計
し
ま

し
た
。
こ
の
分
子
の
か
ご
の
１

辺
の
大
き
さ
は
、
１
０
０
万
分

の
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
す
な
わ

ち
、
１
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
と
超

微
細
な
物
質
で
す
。
こ
の
分
子

は
複
数
の
小
さ
な
有
機
分
子
を

化
学
反
応
さ
せ
て
合
成
し
、
次

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

１
．
回
転
子
で
あ
る
ベ
ン
ゼ
ン

環
は
、
固
体
状
態
の
室
温
で
毎

秒
約
１
０
０
万
回
の
高
速
回
転

し
続
け
る
こ
と
。
お
よ
び
温
度

の
上
昇
と
と
も
に
回
転
が
加
速

す
る
こ
と
。

2
．
分
子
が
規
則
的
に
配
列
し

た
固
体
で
あ
る
結
晶
（
縦
１
・

０
、
横
０
・７
、
高
さ
０
・
２
ｍ

ｍ
）に
は
、約
10
京
個
も
の
分
子

が
温
度
に
応
じ
て
高
速
に
回
転

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
透
過

し
た
光
の
性
質
の
変
化
（
光
の

波
を
一
方
向
に
揃
え
る
こ
と
が

で
き
る
偏
光
顕
微
鏡
で
、
色
の

変
化
と
し
て
観
察
で
き
る
）
に

よ
り
、
ベ
ン
ゼ
ン
環
が
回
転
し

て
い
る
状
態
が
、
結
晶
の
複
屈

折
率
（
光
を
曲
げ
る
性
質
）
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
（
図
３
）。

こ
の
研
究
成
果
の
論
文
は
、

米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
分
子
が
動
い
て
い
る
状
態
の

光
機
能
性
は
、
将
来
、
光
通
信

を
高
速
化
す
る
素
子
と
し
て
の

利
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

分
子
ジ
ャ
イ
ロ
コ
マ
の
合
成
と

新
機
能
を
発
見香

川
薬
学
部
：
山
口
健
太
郎

教

授

　
　
　
　
　
　瀬
高

　
　渉

　准
教
授

薬学部・香川薬学部の研究成果 薬学部・香川薬学部の研究成果

世
界
初
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２
０
１
１
年
度
の
就
職
率
は
、

大
学
と
短
大
を
合
わ
せ
た
平

均
値
で
、
こ
こ
10
年
で
最
高
の
94
・

７
％
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
大

学
が
94
・
８
％
、
短
大
が
93
・
９
％

で
あ
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
・
文

部
科
学
省
調
査
に
よ
る
全
国
大
学
の

平
均
値
93
・
６
％
、
短
大
の
89
・５
％

（
抽
出
調
査
）
と
比
較
し
て
も
、
本

学
の
状
況
は
非
常
に
好
調
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
全
体

に
占
め
る
就
職
者
の
割
合
も
80
％
を

超
え
、
推
計
値
で
は
あ
り
ま
す
が
全

国
の
約
65
％
を
大
き
く
引
き
離
し
て

い
ま
す
。

教
員
関
係
に
は
正
規
臨
時
併
せ

て
68
人
が
、
公
務
員
関
係
へ

は
１
２
７
人
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
と
比
べ
、
新
し
く
卒
業
生
を

出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
薬
剤
師
・
看

護
師
分
野
で
正
規
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
者
の
増
加
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
困

難
な
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
学
に
お
い
て
は
こ

の
よ
う
に
高
い
就
職
率
が
維
持
で
き

て
い
ま
す
。

さ
て
、
２
０
１
２
年
度
の
状
況

で
す
が
、
各
種
調
査
に
よ
る

と
、
採
用
は
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が

　画像診断は医療に欠かせないものとなり、診療放射線技師

が担う役割はますます高まっています。本年度、香川キャンパ

スに診療放射線学科が開設され、実習室にCT スキャナー装

置、マンモグラフィ、デジタルX 線 TV 装置、超音波診断装置、

画像処理装置、回診用 X 線撮影装置や一般撮影室などが整

備されました。ＭＲＩも、近いうちに設置される予定です。こ

のような最新の医療機器を用い、実際の医療現場に近い環境

での画像診断実習を行います。

　施設見学希望の方は、オープンキャンパスや大学見学をご利

用ください。

就職ガイダンス  （2012 年 ６ 月 ６ 日㈬　本学アカンサスホール）

回
復
傾
向
で
、
全
体
を
見
れ
ば
就
職

希
望
者
を
上
回
る
求
人
数
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
企
業
か
ら

の
量
よ
り
質
を
求
め
る
厳
選
採
用
の

傾
向
は
強
ま
っ
て
き
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

従
来
10
月
で
あ
っ
た
広
報
活
動
開

始
時
期
が
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会

の
倫
理
憲
章
に
よ
り
12
月
か
ら
と
２

カ
月
後
ろ
倒
し
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
準
備
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
企
業
研
究
・
業
界
研
究

等
が
間
に
合
わ
ず
、
準
備
不
足
の
学

生
が
増
え
て
い
る
と
い
う
声
が
企
業

の
採
用
担
当
者
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年

度
に
お
け
る
本
学
の
就
職
支
援
と
し

て
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
学

内
合
同
企
業
説
明
会
、
各
種
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
業
を
よ
り

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
中
で
、

学
部
学
科
の
就
職
担
当
者
や
担
任
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
よ
り
一
層
、

学
生
個
々
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①CTスキャナー装置　②マンモグラフィ　③デジタルX線 TV装置　④超音波診断装置　⑤画像処理装置　⑥回診用X線撮影装置　⑦一般撮影室

　短期大学部言語コミュニケーション学科は、2012

年度よりエアポートグランドスタッフコースを英語コ

ミュニケーションコースに名称変更し、従来の観光ビジ

ネスコースとともに２つのコース編成で臨むこととなり

ました。

　本学科は従来より実践英語力の養成に力点を置いてき

ましたが、ビジネスで必要となる英会話などの領域をさ

らに拡充し、相手に伝わるプレゼンテーションを最終目

標としています。昔の英文科では辞書を引きながら原書

を読み、その感想文を書いて終わりというものでしたが、

現代では英会話など、会話のスピードが求められます。

下記短期大学部のホームページで在学生の英語を聴くこ

とができますので、ぜひその実力をご確認ください。

http://wwwt.bunri-u.ac. jp/tandai/

英語コミュニケーション
コースに名称変更

英語コミュニケーション
コースに名称変更

２
０
１
１
年
度  

就
職
概
況
と
２
０
１
２
年
度
の
取
り
組
み

診療放射線学科に
機器そろう

就職率
94.7％!

就
職
率
、
こ
こ
10
年
の
最
高
値
を
達
成
!!

エアポートグランドスタッフコースを

4 5

2 3

1

学内合同企業説明会（2012 年 ６ 月 1６ 日㈯・17 日㈰ 本学国際会議場）

6 7

就
職
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
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Ｍ
Ｏ
Ｓ
世
界
学
生
大
会
の
国
内
予

選
で
あ
る
２
０
１
２
日
本
大
会
（
大

学
・
短
期
大
学
部
門
）
に
お
い
て
、

人
間
生
活
学
部
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
科
２
年
の
中
屋
敷
亮
太
さ
ん
が
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
部
門
で
の
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
）
は
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
広
く
使
わ

れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
オ

フ
ィ
ス
用
ソ
フ
ト
の
公
式
資
格
試
験

で
す
。
ま
た
、
学
生
は
試
験
の
受
験

と
同
時
に
学
生
大
会
へ
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
２
０
１
２
日

本
大
会
に
は
全
国
か
ら
６
万
５
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
、
中
屋
敷

さ
ん
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
部
門
で
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
世
界
大
会
へ
の
進
出

は
逃
し
た
も
の
の
13
位
の
成
績
を
お

さ
め
、
本
学
か
ら
は
初
の
入
賞
者
と

な
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ｓ
資
格
の
取
得
は
就
職
活
動

な
ど
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
本
学
で
は
２
０
１
１
年
２
月
に

試
験
会
場
と
し
て
認
定
を
受
け
、
学

内
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
利
用
し
て
試

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人間生活学部メディアデザイン学科  中屋敷亮太さん

MOS 日本大会入賞

音
楽
学
部
音
楽
学
科
電
子
楽
器

コ
ー
ス
２
年
の
松
井
大
さ
ん
が
、
全

日
本
電
子
楽
器
教
育
研
究
会
（
ヤ
マ

ハ
音
楽
振
興
会
内
）
主
催
「
第
６
回

電
子
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
作
品
公

募
」
に
お
い
て
、
見
事
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
３
月
９
日
㈮
、
譜
面

審
査
に
よ
る
予
選
を
通
過
し
た
４
人

が
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ー
ン
シ
テ
ィ
渋

谷
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
に
て
開
催
さ

れ
た
本
選
に
参
加
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン

演
奏
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
松
井
大

さ
ん
を
含
む
２
人
の
作
品
が
入
選
と

な
り
ま
し
た
。

入
選
し
た
作
品
「m

isfortune

」

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
レ
ッ
ス
ン
の
中
で
生
ま
れ
た
曲

で
、
原
曲
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
作
品
で
し
た
が
、
今
回
は

そ
れ
を
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
た
め
に
編

曲
し
た
も
の
で
す
。
作
品
の
中
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
移
り
変
わ
り
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
楽
譜
は
、
ヤ

マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ぷ
り
ん

と
楽
譜
」
か
ら
発
売
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　私たちは徳島文理大学連です。連員 76 人で、半分以上
が県外出身の学生で構成されており、日々練習を積んでい
ます。
　今年の第 ９ 回阿波おどりコンテストでは ９ 連覇がかか
り、周囲の方々もすごく応援してくださっていたので、か
なりのプレッシャーでした。パートリーダーや先輩方が踊
りの構成を考えてくださり、それを試し、ダメな部分を考
え直し、また試すを行ったため、練習量が増え、連員の疲
労もピークでした。このような練習や困難を乗り越えて、
９連覇を達成することができました。指導をしてくださっ
た講師の方々、練習に来てアドバイスをくださった先輩方、
応援をしてくださったたくさんの方々に感謝しています。
　これからも、笑顔で楽しく踊ることを目標に、連員一丸
となって練習に励んでいきたいと思います。

徳島キャンパス　徳島文理大学連

　スポーツチャンバラ部は結成されて今年で ３年目とな
り、香川キャンパスの部活動団体の承認を得て ４月から部
に昇格した新しい団体です。現在、部員は 10 人程で、「楽
しむ」をモットーに体育館で週 1回 ２時間の練習に励んで
います。
　昨年の実績は、全国大学選手権大会では初めての出場に
もかかわらず団体戦で ３位に入賞しました。また全日本選
手権大会の個人戦においては、臨床工学科 ３年川田雄太郎
さんが優勝、そして日本で行われた世界大会でも準優勝に
輝き、スポチャン部にとってすばらしい年になりました。
今年も、7月に開催された全日本選手権を皮切りに、各種
の大会に出場予定です。昨年よりもさらに良い成績を残せ
るようにがんばります。

香川キャンパス　スポーツチャンバラ部

○弓道部
・四大学定期戦

男子団体　2 位
男子個人　優勝
　人間生活学部心理学科 2 年

　中村拓人
女子団体　優勝
女子個人　優勝
　総合政策学部総合政策学科 １ 年

　田村純佳

○女子バレーボール部
・徳島県大学バレーボール春季大

会兼選手権大会　優勝
・第 4１ 回四国大学バレーボール

春季リーグ戦大会　2 位

○ソフトテニス部
・徳島市会長杯

女子Ａ級　準優勝
　人間生活学部人間生活学科

2 年　河野真紀

　人間生活学部児童学科 3 年
　小野真穂

○男子バレーボール部
・徳島県大学バレーボール春季大

会兼選手権大会　優勝

○徳島文理大学連
・はなはるフェスタ 2０１2
　第 9 回阿波踊りコンテスト
　優勝（9 連覇）

第 63回四国地区大学総合体育大会
○弓道部

女子団体　優勝
女子個人　優勝
　人間生活学部児童学科３年

　小松  愛

○準硬式野球部　準優勝

○女子バレーボール部　２位

○軟式野球同好会　３位

—————————————————　クラブ・サークル大会結果　—————————————————

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

入賞という結果にびっくりしています。
これに慢心せず、どんどん自分の質・能
力を高めていきたいです。資格を取るこ
とよりも、それを使って何ができるかを
考えられるようになりたいです。

人間生活学部メディアデザイン
学科２年　　中屋敷　亮太さん

音楽学部音楽学科電子楽器
コース２年　松井 　大さん

今回の入選は本当に驚いています。
入選した曲は初めて挑戦するジャンルだったので、手探りで制作を進
めていきましたが、完成したころには納得できる作品に仕上がったと
思います。このような形で自分の作品が評価してもらえて、とても嬉
しく思っています。
　今後も積極的に音楽制作に取り組み、人に感動を与えられるような
楽曲をたくさん作っていきたいと思います。

徳島キャンパス

第63回四国地区大学総合体育大会
○水泳部

個人平泳ぎ 5０ ｍ   2 位・１００ ｍ   3 位
香川薬学部薬学科 4 年　細谷沙梨

○陸上競技部
男子幅跳び　2 位
　保健福祉学部診療放射線学科

１ 年　槶原功輝

男子 １１０ ｍハードル　7 位
　理工学部ナノ物質工学科 2 年

　品田直毅

○ソフトテニス部
男子団体戦　4 位

○バドミントン部
男子団体戦　ベスト 8

第 66 回中国四国学生陸上競技対校
選手権大会
○陸上競技部

三段跳 １4 ｍ 96　優勝
保健福祉学部診療放射線学科

１ 年　槶原功輝

第 38 回全日本スポーツチャンバラ
選手権大会
○スポーツチャンバラ部

・三段以上長剣の部　優勝
　理工学部（現・保健福祉学部）
　臨床工学科 3 年　川田雄太郎

香川キャンパス

Close-up  campus

音楽学部音楽学科電子楽器コース　松井 大さん

全日本電子楽器教育研究会主催

「第6回電子オルガンの
ための作品公募」入選

クローズアップキャンパス
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●
水
野
准
教
授
に
お
聞
き
し
ま
す
。
研
究

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
医
療
（
創
薬
）

の
分
野
と
、
食
品
の
分
野
、
畜
産
（
農
業
、

養
殖
）
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
、対
象
は
人
、植
物
、魚
、貝
、鳥
、

動
物
と
異
な
り
ま
す
が
、
安
全
で
役
立
つ

も
の
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
共

通
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
感
染
症

の
予
防
薬
、治
療
薬
の
開
発
と
、養
殖
（
個

体
）
の
成
長
と
疾
病
予
防
に
関
わ
る
技
術

開
発
、
そ
し
て
、
地
元
の
特
産
物
を
利
用

し
た
新
し
い
加
工
法
や
利
用
法
、
あ
る
い

は
新
製
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
研
究
内
容
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

研
究
の
根
底
に
あ
る
の
は
人
が
喜
ぶ
こ

と
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
で
す
。
病
気
で

苦
し
ん
で
い
る
人
を
助
け
る
。
デ
フ
レ
で

苦
し
む
生
産
者
が
経
費
を
節
減
し
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
い
生
産
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
。
あ
る
い
は
、
新
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
で
新
商
品
を
創
造
す
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で
す

か
？

中
で
も
北
村
さ
ん
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

感
性
を
豊
か
に
、
楽
し
い
と
思
え
る
こ

と
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
研
究
室
の
中
で
、
特
に
明
る
く
、
感
性

が
豊
か
な
北
村
君
に
こ
の
テ
ー
マ
を
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
大

き
く
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
積
極
的

で
こ
な
か
っ
た
生
物
を
初
め
て
学
び
ま
し

た
。
最
初
は
、
聞
く
こ
と
す
べ
て
が
新
鮮

で
お
も
し
ろ
く
感
じ
ま
し
た
。
３
年
に

な
っ
て
、
よ
り
専
門
的
な
こ
と
を
学
ん
で

い
く
に
つ
れ
て
、
生
命
を
使
っ
て
も
の
づ

く
り
を
す
る
こ
と
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

●
現
在
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

志
度
湾
を
よ
く
知
り
活
性
化
す
る
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
志
度
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
が
立
ち
上
が
り
、
私
は
３
年
の
と
き

に
卒
業
研
究
と
は
別
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
、
志
度
湾
の
水
質
の
測
定

を
し
て
鉄
イ
オ
ン
が
不
足
し
て
い
る
可
能

性
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
４
年
に

な
っ
て
か
ら
は
、
鉄
イ
オ
ン
を
環
境
に
や

さ
し
く
、
効
率
よ
く
供
給
で
き
る
シ
ス
テ

ム
開
発
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

志
度
湾
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
、
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
り
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思

◆
理
工
学
部
ナ
ノ
物
質
工
学
科
准
教
授

水
野 

貴
之

◆
理
工
学
部
ナ
ノ
物
質
工
学
科
４
年

北
村 

貴
大

な
商
品
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
実
感
で
き

ま
し
た
。

●
今
、
も
っ
と
も
興
味
を
も
っ
て
い
る

テ
ー
マ
は
何
で
す
か
？

お
い
し
い
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
を

作
り
た
い
で
す
。
み
な
さ
ん
が
と
て
も
期

待
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
励
み
に
な
り
ま

す
。

●
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
、
将

来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ワ
イ
ン
や
海
を
通
じ
て
人
が
喜
ぶ
も
の

を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
将
来
も
、
人
が

喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
現
在
就
職
活
動
中
で
す
。

Pic
k up!!

理
工
学
部  

研
究
室

連載
研
究
室
へ
の
誘
い

い
水
野
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
秋
の

ぶ
ど
う
収
穫
に
合
わ
せ
て
、
本
格
的
に
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
行
う
予

定
で
す
。

●
現
在
の
研
究
室
で
学
ん
だ
こ
と
、
新
し

い
発
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

研
究
室
に
こ
も
っ
て
実
験
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
養
殖
の
盛
ん
な
海
や
、
ぶ
ど

う
畑
を
見
る
こ
と
で
、
気
候
や
海
の
栄
養

状
態
に
よ
っ
て
牡
蠣
、
海
苔
、
ぶ
ど
う
の

収
穫
量
や
大
き
さ
、
味
や
品
質
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
を
加
工
し
、

消
費
者
ま
で
届
く
過
程
を
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
最
終
的

に
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
一
歩
一
歩
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

●
こ
の
学
問
の
学
び
の
面
白
さ
、
醍
醐
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

人
の
手
や
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

生
物
を
利
用
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
い
た
る
工
夫
や

挑
戦
、
と
き
に
は
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

あ
わ
さ
っ
て
新
し
い
も
の
が
で
き
あ
が
っ

て
い
く
と
こ
ろ
に
生
命
科
学
の
醍
醐
味
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
研
究
室
で
の
学
び
を
通
し
て
、
学

生
た
ち
に
学
び
と
っ
て
ほ
し
い
こ
と

は
何
で
す
か
？

目
的
を
し
っ
か
り
も
っ
て
方
法
を
工
夫

し
て
い
け
ば
、
夢
は
達
成
し
て
い
け
る
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん
、

夢
を
持
つ
こ
と
の
大
事
さ
、
努
力
も
学
ん

で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
続
い
て
北
村
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。

現
在
所
属
し
て
い
る
研
究
室
を
選
ん

だ
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
年
の
講
義
や
、
生
物
化
学
実
験
（
現

在
生
命
科
学
実
験
）
で
、
高
校
ま
で
学
ん

先
輩
か
ら
の

手
紙

　在学中に行った音楽療法インターンシップの実績を認めてい
ただき、現在では、法人内のクリニックの認知症外来、デイサー
ビス、グループホーム等で音楽療法士として勤務しています。
高齢者の認知症の進行抑制や機能維持のために他の専門家と協
働して支援できることに喜びを感じています。
　私から、音楽療法士をめざす後輩のみなさんへひとつアドバ
イスをさせていただくとするなら、それは「実習」に真剣に取
り組むということです。「実習」は臨床の場でありながら、音
楽療法コースの先生方や他の専門家のスーパービジョンのも
と、理論と実践を結びつける訓練ができます。また、紹介され
てきたクライアントのアセスメントに始まり、治療計画、実施、
文書報告、セラピーの終結に至るまでの音楽療法士の仕事を経
験することもできます。
　日々の学習は、「卒業後、自立して働く」という意識の上に立っ
て取り組んでほしいと思います。

　私は、食べることが大好きで、食に関わる仕事がしたいと
思い入学しました。大学４年までは部活やアルバイトと、勉
学の両立をがんばってきました。就職活動が始まると自分の
思い通りの結果が得られず、自分がめざすものはなにか、考
えれば考えるほど分からなくなっていた時期もありました。
そんなときに手を差し伸べ、勇気づけてくれたのが、学科の
先生、就職支援の先生、友人や家族からの励ましでした。お
かげで、私は最後まで諦めずにやり遂げることができました。
　就職活動を通して、周りの方に支えられて今この場に立っ
ていられるのだとあらためて実感できました。就職難といわ
れて、不安になると思いますが、自分の周りにはたくさんの
味方がついています。自分は、今までこんなにがんばってき
たんだという気持ちをもっていれば、きっと大丈夫です。最
後まで諦めずにがんばってください。

音楽療法士として働くために

　音楽専攻科音楽療法コース卒業
　石山　大輔
　医療法人青志会　もりの医院

夢に向かって

　人間生活学部食物栄養学科卒業
　濱口　奈央
　株式会社丸本（品質管理）

　学部、大学院と有機薄膜太陽電池の変換効率向上の研究をしてい
ました。研究室での実験を通して研究の楽しさや難しさを学ぶと同
時に、より一層、研究開発という仕事に興味が湧きました。
　就職活動では早い段階から就活支援サイトを利用してさまざまな
企業について情報を得て、説明会にも積極的に参加しました。また、
学校では就職活動に対するサポートが充実しており、気軽に面接練
習なども行うことができます。私が内定をいただくことができたの
も学校でのサポートが充実していたからだと思っています。
　現在は、夢であった研究開発の仕事を行っております。職場は素
晴らしい方々ばかりで、毎日得られるものがたくさんあります。私
も先輩方のようになりたいと思い、日々奮闘しております。

　私は香川県職員として採用され、現在、香川県環境保健研究セン
ターに勤務しています。センターでは主に事業所排水の水質検査、
河川・海域での監視調査など医療人としての薬剤師の職場とはまた
違った体験ができます。
　就職活動は５年の終わりごろから始めました。現在、薬剤師は超
売り手市場です。どの企業も魅力的な条件を提示しており、私自身
どこに行くべきか悩む時期もしばしばありました。しかし、いくら
待遇が良くてもそこで働いているビジョンがなければ続きません。
　近年は就職難にもかかわらず、すぐに会社をやめてしまう人が増
えています。学生のみなさんは、就職活動前にぜひなりたい自分に
ついて考えてみてください。

夢を叶える

　工学研究科ナノ物質工学専攻修了
岡田　夕佳
　富田製薬株式会社（研究開発職）

将来のビジョンを明確に

　香川薬学部薬学科卒業
　寺田　翔
　香川県職員（薬学職）
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◇蔵書数◇
　2012 年 3月31日㈯現在の両キャンパス図書館の主な所蔵図書数です。

　また、両キャンパス内に設置しているパソコンであれば、自由に利用可能な電子
ジャーナル（約10,000タイトル）、電子ブック（約 500タイトル）が研究や学習、そ
して就職活動に利用できます。

本学の図書館は、徳島キャンパス「学園創立 100 周年記念 村崎凡人記念図書館」と、
香川キャンパス「学園創立 110 周年記念 リサーチ アンド メディア ライブラリー」の 2 つ
を所有しています。「2012 年度朝日新聞出版 大学ランキング」では、全国の国公私立
750 校の中で総合 33 位という高い評価をいただきました。
今回は図書館の活動や取り組みをご紹介します。

【徳島キャンパス】
1 位「神様のカルテ 1 〜 2」（夏川草介著）小学館
2 位「ノルウェイの森」（村上春樹著）講談社
3 位「たった 1 分で人生が変わる片づけの習慣」（小松易著）中経出版
4 位「告白」（湊かなえ著）双葉社
5 位「『20 代』でやっておきたいこと」（川北義則著）三笠書房

【香川キャンパス】
1 位「謎解きはディナーのあとで」（東川篤哉著 ) 小学館
2 位「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を
　　　読んだら」（岩崎夏海著）ダイヤモンド社
3 位「究極の速読法 リーディングハニー 6 つのステップ」（松崎久純著）研究社
4 位「神様のカルテ 1 〜 2」（夏川草介著）小学館
5 位「スティーブ・ジョブズ Ⅰ・Ⅱ」（ウォルター・アイザックソン著）講談社

◇図書館長・司書のおすすめ本も展開◇
　徳島キャンパスでは、2011年度より「図書館長がすす
める一般教養図書」として、新しく刊行された文学・政
治経済・芸術などのベストセラーや評価の高い教養書を
約 350 冊購入し、解説書を用意して、学生や教職員に貸
し出しをしています。また香川キャンパスでは、2012 年 6
月より、「図書館司書おすすめ本コーナー」を設置してお
ります。毎月テーマごとに、さまざまな図書を紹介してい
ます。７月〜 8月は「そうだ、京都へ行こう」、次回は「本
屋大賞まつり！」で紹介する予定です。

①［徳島］自主学習スペースも充実しており、キャレルデスク（個人閲覧机）やグループ利用室等が
あります。②［徳島］朝日・毎日・読売・日経など全国紙をはじめ、英字新聞および全国の地方新聞
43 紙が自由に読めるようになっています。③［香川］ジャンル、利用対象の学科ごとに分類されてい
ます。④［香川］自由に使えるパソコンを設置。授業のレポートや就職活動などでよく使われています。

◇学生からの購入希望図書を受付中◇
　徳島キャンパスでは 2011年度より、香川キャンパスでは 2005 年度より、学生か
ら購入希望図書を受け付けています。これは本学が所蔵していない図書で、館長
が必要と認めた書籍
を購入するシステムで
す。購入希望申し込み
カードを利用して、常
時受け付けています。

2011 年度の一般教養図書　貸し出しベスト 5 ①

②

③

④

図　　書	 徳島キャンパス	 香川キャンパス	 合　計
内 国 書	 277,628 冊	 229,852 冊	 507,480 冊
外 国 書	 101,914 冊	 115,118 冊	 217,032 冊
合　　計	 379,542 冊	 344,970 冊	 724,512 冊
視聴覚資料 13,382 点	 11,213 点	 24,595 点

学校法人村崎学園の 2011年度決算状況は、表Ⅰ資金収支計
算書、表Ⅱ消費収支計算書、表Ⅲ貸借対照表のとおりです。
いずれも学校法人会計基準に基づき計算および表記していま
す。
・資金収支計算書は、2011年度の諸活動に対応するすべて
の資金の収入と支出を表しています。
・消費収支計算書は、企業会計でいえば損益計算書にあた
るもので、当会計年度の消費収入および消費支出の内容お
よび均衡の状態を表しています。
・消費収入は、帰属収入（負債とならない収入：学生生徒等
納付金、手数料、寄付金、補助金等の収入を言い、借入
金収入、前受金収入等の負債となる収入は含まない）から、
基本金組入額を控除したものです。
・消費支出は人件費、教育研究経費、管理経費等、学校法
人の経常的な支出を言います。
・貸借対照表は、資産の部と負債・基本金の部および消費
収支差額の部からなり、当会計年度末の財産の状態を表し
ています。

2011年度　決算状況

【注記】
* 表Ⅰ・表Ⅱ　計算期間　2011 年 4 月 1 日から 2012 年 3 月 31 日まで
* 表Ⅲ　2012 年 3 月 31 日現在
* 資金収入調整勘定……期末未収入金および前期末前受金を調整
* 資金支出調整勘定……期末未払金および前期末前払金を調整
* 基本金……学校法人が諸活動の計画に基づき、必要な資産を継続的に

保持するために維持すべきものとして帰属収入から組み入れた金額
* 内訳は百万円未満の端数を四捨五入しているため、合計等が一致しないことがある。

「在学生保護者のための
　　　キャンパス見学会」のお知らせ

オープンキャンパスの開催にあわせ、在学生
の保護者の皆さまにもご参加いただける見
学会を企画しています。当日の主なプログラ
ムとして、ミニコンサート、学食体験、就職
講演会、学科別施設見学などを予定してい
ます。お子さまの学ばれるキャンパスで、本
学の教育環境をご覧ください。

◇徳島キャンパス　9月 23 日㈰
◇香川キャンパス　10 月 ６ 日㈯

当日は徳島・香川・愛媛・高知・岡山・大阪・
兵庫方面より無料送迎バスを運行しますの
でご利用ください。詳細は９月上旬より大
学ホームページに掲載します。皆さまのご来
学をお待ちしています。      

収入の部 支出の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

学生生徒等納付金収入 7,965 人件費支出 4,878
手数料収入 107 教育研究経費支出 2,013
寄付金収入 33 管理経費支出 502
補助金収入 1,434 施設関係支出 224
資産運用収入 160 設備関係支出 582
事業収入 193 資産運用支出 1,505
雑収入 203 その他の支出 2,039
前受金収入 1,224
その他の収入 2,603
資金収入調整勘定 △ 1,386 資金支出調整勘定 △ 163
前年度繰越支払資金 7,319 次年度繰越支払資金 8,275
収入の部合計 19,855 支出の部合計 19,855

表Ⅰ　資金収支計算書 （単位：百万円）

収入の部 支出の部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

学生生徒等納付金 7,965 人件費 4,771
手数料 107 教育研究経費 4,530
寄付金 96 管理経費 687
補助金 1,434 資産処分差額 42
資産運用収入 160
事業収入 193
雑収入 175
帰属収入合計 10,131
基本金組入額合計 △ 275
消費収入の部合計 9,856 消費支出の部合計 10,029

当年度消費支出超過額 173
前年度繰越消費支出超過額 6,391
基本金取崩額 0
翌年度繰越消費支出超過額 6,563

表Ⅱ　消費収支計算書 （単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部   　 合 計 97,942

固 定 資 産 89,417
流 動 資 産 8,525

負 債 の 部 　 　 合 計 2,986
固 定 負 債 1,562
流 動 負 債 1,424

基 本 金 の 部 　 合 計 101,519
消費収支差額の部　合 計 △ 6,563
負債の部・基本金の部および
消費収支差額の部　合 計 97,942

表Ⅲ　貸借対照表 （単位：百万円）

　2012年度保護者会・後援会役員会が６月19日㈫午前10時から、徳島キャンパス・
国際会議場で開催されました。台風接近のため開催が危ぶまれましたが、悪天候の
中、南は鹿児島から北は愛知まで11支部の支部役員の方々、各学科より選出された
56人の役員の方々にご出席いただきました。議事として 2011年度会計決算報告と承
認、監査報告、役員改選、2012 年度事業計画・予算案等が審議され、いずれも承
認されました。
　役員会に引き続き保護者会支部長会が開催され、各支部の支部役員と担当者によ
り、８月から15 府県で開催される支部会の日程・会場の確認、支部総会や個別面
談など支部運営について協議が行われました。2012 年度の役員は次のとおりです。
ご協力よろしくお願いします（敬称略）。

◆保護者会
会　長…田村　祥祐（再任）
副会長…岡本　晃（再任）・宮﨑　公男（再任）・森田　昭司（新任）
監　事…神崎　千寿（再任）・谷口　真紀（再任）

◆後援会
会　長…中西　文夫（再任）
副会長…佐藤　徳次（再任）・神田　睦（再任）・四宮　肇（再任）
監　査…福島　誠浄（再任）・真鍋　克俊（再任）

2012 年度　保護者会・後援会役員会

図書館だより

開館時間：月〜金曜日　9 時〜 20 時
土 曜 日　　9 時〜 １3 時

（夏季・冬季の休業期間は時間が変動します）

休 館 日：日曜日・国民の休日・年末年始
（一般の方は身分証をご持参の上、

閲覧のみご利用いただけます）

徳島キャンパス

香川キャンパス

資格に関する本や問題集も
たくさんそろえておりますので、
ぜひ活用してください！

静かなので集中して
勉強できます！

図書館のことなら、何で
もお気軽に司書までお声
かけください！

香川キャンパス司書の藤本さん（左）・平賀さん（右）香川キャンパス司書の藤本さん（左）・平賀さん（右）
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2012年 6月、徳島新聞に計5回にわたり、徳島文理大学の紹介が
「文理のある街」として掲載されました。

今後も地域に密着した徳島文理大学として、より一層発展してまいります。

（記事右から）
・ 第 1 回　2012 年 6 月 13 日㈬
・ 第 2 回　2012 年 6 月 15 日㈮
・ 第 3 回　2012 年 6 月 18 日㈪
・ 第 4 回　2012 年 6 月 19 日㈫
・ 第 5 回　2012 年 6 月 20 日㈬

徳島新聞  掲載
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生
いくしま

島　博
ひろ

之
ゆき

①京都府　②京都大学大学院教育学研究科修士課程　④愛
知教育大学教育実践総合センター教授兼大学院教授　⑤教
授・人間生活学部心理学科

中
なか

島
じま

富
ふ

美
み

子
こ

①東京都　②東京女子大学文理学部心理学科　④法務省東
京少年鑑別所長　⑤教授・人間生活学部心理学科

三
み

村
むら

都
つ

與
よ

仁
ひと

①奈良県　②同志社大学大学院文学研究科心理学専攻博士
課程（後期）　④法務省山口少年鑑別所長　⑤教授・人間
生活学部心理学科

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

要
よう

子
こ

①香川県　②産業能率大学経営情報学研究科修士課程　④活
水女子大学看護学部教授　⑤教授・保健福祉学部看護学科

田
た

村
むら

禎
よし

通
ゆき

①徳島県　②徳島大学医学部医学科　④独立行政法人国立
病院機構善通寺病院長　⑤保健福祉学部長　教授・保健福
祉学部看護学科

岩
いわ

瀬
せ

毅
たけ

信
のぶ

①徳島県　②京都大学医学部医学科　④独立行政法人国立
病院機構徳島病院整形外科診療部長　⑤教授・保健福祉学
部理学療法科

山
やま

川
かわ

和
かず

宣
のぶ

①徳島県　②大阪薬科大学薬学部製薬学科　④徳島赤十字
病院薬剤部長　⑤教授・薬学部薬学科

西
にし

川
かわ

政
まさ

善
よし

①徳島県　②中央大学法学部法律学科　④徳島県議会議員
（４期）小松島市長（４期）　⑤教授・専門職大学院

松
まつ

尾
お

敬
けい

次
じ

①徳島県　②早稲田大学第一法学部　④弁護士法人ひまわ
り法律事務所・代表社員　⑤教授・専門職大学院

工
く

藤
どう

誠
せい

介
すけ

①徳島県　②中央大学商学部会計学科　④ひまわり会計事
務所　⑤教授・専門職大学院

濱
はま

川
かわ

泰
やす

博
ひろ

①徳島県　②徳島大学大学院人間・自然環境研究科　④徳
島県職員を経て濱川経営研究所代表　⑤教授・専門職大学院

芳
ほう

地
ち

一
ひとし

①香川県　②徳島大学大学院医学研究科博士課程　③博士
（医学）　④香川大学医学部附属病院薬剤部長　⑤教授・香
川薬学部薬学科

吉
よし

田
だ

憲
けん

一
いち

①徳島県　②東京大学大学院工学研究科金属工学専攻博士
課程　③博士（工学）　④徳島大学大学院ソシオテクノサ
イエンス研究部教授　⑤教授・理工学部機械創造工学科

妹
せの

尾
お

尚
しよう

一
いち

郎
ろう

①岡山県　②東京工業大学大学院理工学研究科応用物理学
専攻修士課程　③博士（情報科学）　④三菱電機㈱情報技
術総合研究所通信システム技術部専任　⑤教授・理工学部
電子情報工学科

梶
かじ

山
やま

博
ひろ

司
し

①東京都　②広島大学大学院環境科学研究科自然科学専攻
博士課程（前期）　③博士（理学）　④㈱日立製作所を経て
広島大学特任教授　⑤教授・理工学部ナノ物質工学科

石
いし

原
はら

国
くに

彦
ひこ

①兵庫県　②神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻修士
課程　③博士（工学）　④川崎重工㈱を経て徳島大学大学
院ソシオテクノサイエンス研究部教授　⑤教授・理工学部
臨床工学科

坂
ばん

東
どう

義
よし

教
のり

①香川県　②徳島大学医学部医学科　④高松市民病院副院
長　⑤教授・保健福祉学部診療放射線学科

佐
さ

藤
とう

一
かず

雄
お

①愛媛県　②徳島大学工業短期大学部電子工業科　④徳島
大学医学部附属病院を経て洲本伊月病院　⑤教授・保健福
祉学部診療放射線学科

保
やす

田
だ

定
さだ

利
とし

①岡山県　②大阪大学医療技術短期大学部診療放射線技術
科　④香川大学医学部附属病院放射線部　⑤教授・保健福
祉学部診療放射線学科

朝
あさ

原
はら

正
まさ

喜
き

①岡山県　②名古屋大学大学院医学系研究科医療技術学専
攻博士課程　④香川医科大学医学部附属病院放射線部
⑤教授・保健福祉学部診療放射線学科

伴
ばん

隆
りゆう

一
いち

①京都府　②京都大学大学院工学研究科情報工学専攻修士
課程　④㈱島津製作所　⑤教授・保健福祉学部診療放射線
学科

吉
よし

村
むら

好
よし

之
ゆき

①和歌山県　②徳島大学大学院薬学研究科薬学専攻修士課
程　③博士（医学）　④徳島大学ヘルスバイオサイエンス
研究部准教授　⑤教授・保健福祉学部診療放射線学科

長
なが

岡
おか

強
つよし

①広島県　②広島大学教育学部美術科　④兵庫教育大学大
学院連合学校教育研究科教授　⑤教授・短期大学部保育科

則
のり

包
かね

光
みつ

徳
のり

①香川県　②中央大学法学法律学科　④百十四銀行人事部
付（㈶香川経済研究所・総務部長）　⑤教授・短期大学部
商科

大
おお

野
の

治
はる

史
ふみ

①香川県　②大阪大学大学院理学研究科有機化学専攻修士
課程　④香川県立高松西高等学校校長　⑤准教授・一般総
合科目（自然）

近
こん

藤
どう

春
はる

江
え

①徳島県　②徳島大学教育学部特別教科（看護）教員養成
課程　④徳島県立富岡東高等学校副校長　⑤准教授・人間
生活学部人間生活学科

近
こん

藤
どう

美
み

樹
き

①徳島県　②徳島大学大学院栄養学研究科博士課程（前期）
③博士（栄養学）　④岡山県立大学大学院保健福祉学研究
科准教授　⑤准教授・人間生活学部食物栄養学科

宮
みや

川
がわ

操
みさお

①徳島県　②徳島大学大学院保健科学教育部保健学（看護
学領域）専攻修士課程　④徳島大学医学部歯学部附属病院
病院長特別補佐を経て徳島文理大学非常勤講師　⑤准教
授・保健福祉学部看護学科

鈴
すず

記
き

洋
よう

子
こ

①徳島県　②徳島大学大学院保健科学教育部保健科学専攻
科　④徳島大学病院キャリア形成支援センター副センター
長　⑤准教授・保健福祉学部看護学科

岡
おかもと

本美
み

代
よ

子
こ

①徳島県　②名古屋大学大学院医学系研究科国際保健医療
学教室博士課程　③博士（医学）　④徳島文理大学保健福
祉学部看護学科非常勤講師　⑤准教授・保健福祉学部看護
学科

浜
はま

田
だ

嘉
よし

則
のり

①高知県　②徳島文理大学薬学部　④㈳高知県薬剤師会専
務理事　⑤准教授・薬学部薬学科

松
まつ

村
むら

宣
よし

良
たか

①香川県　②岡山大学医療技術短期大学部診療放射線技術
学科　④香川大学医学部附属病院　⑤准教授・保健福祉学
部診療放射線学科

村
むら

井
い

光
みつ

夫
お

①徳島県　②日本体育大学体育学部体育学科　④徳島県立
鳴門高等学校教頭　⑤准教授・短期大学部保育科

石
いし

井
い

恭
きよう

二
じ

①徳島県　②武蔵野音楽大学音楽学部器楽学科管楽器（ホ
ルン）専攻　④徳島県立城東高等学校教諭　⑤准教授・短
期大学部音楽科

ドナルド　ワイス
①アメリカ合衆国　②ヨーク大学大学院中世研究専攻修士
課程　④学校法人生光学園・英語教員　⑤講師・一般総合
科目（外国語）

永
なが

本
もと

智
ち

富
ふ

①徳島県　②國學院大學経済学部経済学科　④徳島県南部
総合県民局企画振興部中国人観光客受入担当　⑤講師・一
般総合科目（外国語）

井
いの

上
うえ

京
きよう

子
こ

①徳島県　②徳島大学教育学部中学校教員養成課程　④徳
島県公立学校教員（校長）　⑤講師・人間生活学部児童学科

藤
ふじ

森
もり

由
よし

子
こ

①徳島県　②香川県立保健医療大学保健医療学研究科修士
課程　④徳島県立看護専門学校非常勤講師を経て徳島文理
大学非常勤講師　⑤講師・保健福祉学部看護学科

クリストファー　ポンド
①イギリス　②キングストン大学大学院（マネージング
ヒューマンリソーシーズ）　④徳島大学全学共通教育セン
ター・総合科学部非常勤英語講師　⑤講師・文学部英語英
米文化学科

平
ひら

野
の

享
たか

子
こ

①徳島県　②徳島文理大学家政学部家政学科管理栄養士専
攻　④徳島県立小松島西高等学校教諭　⑤講師・短期大学
部生活科学科食物専攻

森
もり

口
ぐち

照
てる

代
よ

①徳島県　②鳴門教育大学大学院学校教育専攻幼児教育
コース　④徳島市立千松幼稚園園長を経て徳島文理大学非
常勤講師　⑤講師・短期大学部保育科

中
なか

山
やま

義
よし

幸
ゆき

①徳島県　②徳島大学教育学部中学校教員養成課程　④阿
南市立岩脇小学校校長　⑤講師・短期大学部言語コミュニ
ケーション学科

庄
しよう

司
じ

正
まさ

樹
き

①神奈川県　②大阪大学大学院薬学研究科分子薬科学専攻
博士課程（後期）　③博士	（薬学）　⑤助教・薬学部薬学科

山
やま

本
もと

真
ま

弓
ゆみ

①香川県　②徳島文理大学大学院人間生活学研究科食物学
専攻　⑤助手・人間生活学部食物栄養学科

三
み

宅
やけ

千
ち

代
よ

①徳島県　②徳島大学医学部附属助産婦学校　④徳島大学
医学部附属病院看護師長　⑤助手・保健福祉学部看護学科

石
いし

川
かわ

茂
しげる

①徳島県　②名古屋工業大学工学部　④徳島県議会事務局
長を経て㈶徳島県市町村振興協会常務理事　⑤学園本部・
総務部長

田
た

村
むら

浩
ひろし

①徳島県　②東京理科大学理学部応用物理学科　④徳島県
監査事務局長　⑤徳島キャンパス総務ユニット副部長兼施
設・サプライグループ長

大
おお

久
く

保
ぼ

慶
けい

一
いち

①香川県　②愛媛大学教育学部養護学校教員養成課程　　
④香川県立香川中部養護学校　⑤香川キャンパス総務ユ
ニット副部長

金
きむ

俓
ぎよん

希
ひ

①韓国	釜山　②韓国仁濟大学校人文社会科学学部日語日
文学科　④長崎国際大学国際交流・留学生支援センター　
⑤徳島キャンパス総務ユニット国際交流グループ・チーフ
アドバイザー

鴻
こう

本
もと

秀
ひで

子
こ

①徳島県　②徳島大学養護教諭養成所　④徳島市立上八万
中学校養護教諭　⑤徳島キャンパス学生支援ユニット健康
管理グループ長

平
ひら

賀
が

絵
え

実
み

①香川県　②徳島文理大学文学部日本文学科　⑤香川キャ
ンパス・リサーチアンドメディアライブラリー・司書

藤
ふじ

本
もと

典
のり

子
こ

①高知県　②徳島文理大学文学部日本文学科　⑤香川キャ
ンパス・リサーチアンドメディアライブラリー・司書

◆ 2012 年度　新任教職員プロフィール	 ①本籍　②最終校　③博士号　④前任　⑤所属等

　　　一般向けTopics

徳島文理大学附属幼稚園
◇一般見学説明会　開催
入園を検討されている方、興味のある方向けに説明会を実施
いたします。

日時：9 月 15 日㈯　開始 9時 30 分（10 時 30 分終了予定）
場所：徳島文理大学附属幼稚園

また、電話予約でいつでも見学することができます。
下記の電話番号までお問い合わせください。

【お問い合わせ】
徳島文理大学附属幼稚園　TEL（088）653－4941

徳島文理小学校
◇見学受付中
徳島文理小学校では、学校見学を随時受け付けております。
学校見学ご希望の方は、事前にお電話でご連絡ください。

【お問い合わせ】
徳島文理小学校　TEL（088）652－5567

徳島文理中学校・徳島文理高等学校
◇入試説明会　開催
徳島文理中学校・高等学校の入試の要項を説明します。
授業体験や入試問題の講習会を実施いたしますので、受験生、
小中学校在学生、保護者の方、その他ご関心のある方はぜひ
ご参加ください。

日時：9 月 29 日㈯　受付開始・本館校舎自由見学 13 時〜
（17 時終了予定）

【お問い合わせ】
徳島文理中学校・徳島文理高等学校　入試広報室
TEL（088）626－1225

　　　保護者向け

徳島文理大学公開講座 2012　開催
各界で活躍するリーダーをお招きし、公開講座を無料で開催し
ております。同講座は、講演に続いて地元地域で活躍している
コメンテーターとともに討論を行い、テーマについてさらに深
く掘り下げます。詳細については、後日本学のホームページを
ご覧ください。

日程：10 月 13 日㈯
場所：香川キャンパス
講師：徳島文理大学専門職大学院総合政策研究科　八幡	和郎教授

日時：10 月 20 日㈯	　山城祭同時開催　13 時 30 分〜 15 時　
場所：徳島キャンパス
演題：「歩んできた道　目指す道」
講師：㈱河野メリクロン代表取締役社長　河野	通郎氏　

第 4回徳島音楽コンクール　開催
本コンクールは、音楽学習者の能力を育むとともに、徳島県民
はもとより県外の皆さんにも広く音楽への関心を高めることを
目的としています。グランプリを受賞された方には 2013 年秋
に開催されるコンサートで一流オーケストラと共演する機会が
与えられますので、ぜひご応募ください。

日程：10 月 13 日㈯・10 月 14 日㈰
場所：徳島文理大学（徳島キャンパス）
応募受付期間：8 月 20 日㈪〜 9月 5日㈬

◇第 4回徳島音楽コンクール入賞記念ガラコンサート
日時：11 月 11 日㈰　午前開演

（開演時間は、出演者数によって決定いたします。詳細については、
下記公式ホームページをご覧ください）

場所：むらさきホール（徳島キャンパス）
【HP】http://wwwt.bunri-u.ac.jp/ongaku/tmc04/

コンサート日程
◇第 55 回徳島文理大学定期演奏会

　　　日時：11 月 24 日㈯　14 時開演
　　　場所：村崎サイメモリアルホール（香川キャンパス）

　　　日時：11 月 25 日㈰　14 時開演
　　　場所：むらさきホール（徳島キャンパス）

徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部

◇ 2012 オープンキャンパス　開催

高校生やその保護者など、本学に興味がある方を対象とした

オープンキャンパスを開催しております。

学科説明会や模擬授業、入試イベントなど、多彩なプログラム

で皆さまのお越しをお待ちしております。

◇日時
徳島キャンパス　・8月 25 日㈯・9月 23 日㈰　11 時〜 16 時
香川キャンパス　・8月 26 日㈰・10 月 6 日㈯　11 時〜 16 時

無料送迎バスのご予約は、お電話またはWebで
【お問い合わせ】　フリーダイヤル　0120－602455
【HP】http://www.bunri-u.ac.jp

　　　　　　受験生向け

香川

徳島
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